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母
子
像「
秋
田
の
赤
い
靴
」（
秋
田
市
明
徳
館
前
） 

　
　
「
原
生
花
園
」三
部
作
刊
行
。 

一
九
七
一
（
昭
和
四
六
）「
海
の
幸
」刊
行
。同
作
品
が
Ｎ

Ｈ
Ｋ「
日
曜
名
作
座（
声
の
出
演 

森
繁
久
彌
・
加
藤

道
子
）」で
放
送
さ
れ
る 

一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）「
原
生
花
園
」が「
ア
ン
ラ
コ
ロ

の
唄
」
と
し
て
Ｔ
Ｂ
Ｓ
で
ド
ラ
マ
化
さ
れ
る
。「
湯

治
場
風
土
記
」
刊
行
。 

一
九
七
四
（
昭
和
四
九
）
六
十
歳
。「
プ
ル
メ
リ
ア
の
木

陰
に
」刊
行
。「
海
の
幸
」が
Ｔ
Ｂ
Ｓ
で
ド
ラ
マ
化 

一
九
七
五
（
昭
和
五
十
）「
タ
ン
タ
ラ
ス
の
虹
」「
南
部
女

人
抄
」発
行
。 

一
九
七
六
（
昭
和
五
一
）
「
風
に
咲
く
プ
ァ
マ
レ
」
刊
行
。 

一
九
七
七
（
昭
和
五
二
）
「
馬
淵
川
」
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
日
曜
名

作
座
で
放
送
さ
れ
る 

一
九
七
九
（
昭
和
五
四
）「
夜
明
け
の
河
」発
行
。 

一
九
八
〇
（
昭
和
五
五
）
「
啄
木
の
妻
（
上
・
中
・
下
）
」
発

行
。 

一
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
「
北
国
食
べ
歩
き
風
土
記
」
発

行
。 

一
九
八
一
（
昭
和
五
七
）
劇
団
文
化
座
が
「
啄
木
の
妻
」

を
舞
台
化
、初
演
。 

一
九
八
三
（
昭
和
五
八
）「
暮
ら
し
の
つ
く
ろ
い
　
て
ば

た
ら
き
」発
行
。 

一
九
八
四
（
昭
和
五
九
）
七
十
歳
。秋
田
魁
新
報
社
に
一

千
万
を
寄
付
、
こ
の
寄
付
を
基
金
の
一
部
と
し
て

さ
き
が
け
文
学
賞
創
設
さ
れ
る
。 

　「
み
ち
の
く
子
供
風
土
記
」の
映
画
化
が
桜
田
淳

子
主
演
で
新
日
本
製
作
株
式
会
社
（
代
表
取
締
役

社
長
・
島
田
洋
州
）
に
よ
り
企
画
さ
れ
鷹
巣
、
合
川

な
ど
で
撮
影
が
行
わ
れ
た
が
、
資
金
繰
り
悪
化
の

た
め
制
作
が
中
断
さ
れ
、ま
ぼ
ろ
し
の
映
画
と
な
っ

た
。 

一
九
八
六
（
昭
和
六
一
）「
万
灯
火
」
発
行
。 

一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
「
み
ち
の
く
子
供
風
土
記
館
」

建
設
資
金
と
し
て
一
千
万
円
を
寄
付
。 

一
九
八
九
（
平
成
元
）
七
五
歳
。八
月
、「
南
部
九
戸
落
城
」

発
行
。十
一
月
五
日
、み
ち
の
く
子
供
風
土
記
館
が

竣
工
、渡
辺
喜
恵
子
文
学
碑
が
建
立
さ
れ
る
。 

一
九
九
二
（
平
成
三
）
た
か
の
す
風
土
館（
現
北
秋
田
市

文
化
会
館
）
が
竣
工
、
こ
け
ら
落
し
と
し
て
、
た
か

の
す
劇
団
、
市
民
、
劇
団
文
化
座
に
よ
る
演
劇
『
み

ち
の
く
子
供
風
土
記
』が
上
演
さ
れ
る
。 

直
木
賞
の
目
録
及
び
正
賞
の
銀
時
計
な
ど
を

鷹
巣
町
に
寄
贈
。 

一
九
九
四
（
平
成
六
）
十
一
月
八
日
、秋
田
市
明
徳
館
前

に
「
タ
ン
タ
ラ
ス
の
虹
」
に
描
か
れ
た
ミ
ス
・
ハ
リ

ソ
ン
と
金
子
ハ
ツ
の
母
子
像
「
秋
田
の
赤
い
靴
」

が
建
立
さ
れ
る
。 

一
九
九
七
（
平
成
九
）
八
月
八
日
、八
三
歳
で
逝
去
。 

一
九
九
八
（
平
成
十
）
「
タ
ン
タ
ラ
ス
の
虹
」
を
舞
台
化

し
た
一
人
芝
居
『
足
の
裏
の
神
様
』（
脚
本
：
松
山

善
三
、
演
出
：
斉
藤
耕
一
）
が
秋
田
市
出
身
の
女

優
・
浅
利
香
津
代
に
よ
り
上
演
さ
れ
る
。 

能
代
市
助
役
な
ど
も
務
め
た
坂
本
定
徳
。渡
辺
さ
ん
は
後
年
、

「
そ
ん
な
私
を
一
番
理
解
し
て
く
れ
た
の
は
坂
本
校
長
。直
木

賞
受
賞
後
、
真
っ
先
に
お
礼
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

だ
っ
た
」と
述
べ
て
い
ま
す
。  

 

■
悲
し
み
を
乗
り
越
え
て 

　
昭
和
６
年
、女
学
校
を
卒
業
す
る
と
、花
嫁
修
業
の
た
め
上

京
し
ま
す
。
こ
の
頃
は
ま
だ
作
家
に
な
ろ
う
な
ど
と
は
思
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。同
10
年
、画
学
生
だ
っ
た
渡
辺
茂
と
結

婚
し
夫
の
故
郷
広
島
で
暮
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
幸
せ

は
長
く
続
か
ず
、再
上
京
後
の
同
14
年
、25
歳
の
時
に
夫
を
病

気
で
失
い
ま
す
。 

　
悲
し
み
は
深
く
、
軍
靴
の
響
き
が
徐
々
に
高
ま
る
東
京
で

生
活
の
た
め
懸
命
に
働
く
傍
ら
、
亡
き
夫
へ
の
思
い
や
周
辺

の
こ
と
な
ど
を
原
稿
用
紙
に
綴
り
ま
し
た
。
こ
の
作
品
が
処

女
作
「
い
の
ち
の
あ
と
さ
き
」と
し
て
出
版
さ
れ
、作
家
へ
の

転
機
と
な
り
ま
す
。 

　
昭
和
46
年
に
は
、夭
折
の
天
才
画
家
・
青
木
繁
の
生
涯
を
描

い
た
小
説
「
海
の
幸
」を
発
表
し
て
い
ま
す
が
、画
家
を
目
指

し
な
が
ら
亡
く
な
っ
た
夫
を
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
、
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
昭
和
19
年
、
空
襲
の
激

し
く
な
っ
た
東
京
か
ら
母

の
ふ
る
さ
と
岩
手
の
福
岡

に
疎
開
し
、「
馬
淵
川
」
を

執
筆
し
ま
す
。 

　
終
戦
後
、
再
び
上
京
す

る
と
書
き
上
げ
た
草
稿
は

タ
ン
ス
に
大
切
に
し
ま
い
、

同
人
誌
の
編
集
な
ど
を
手
伝
い
な
が
ら
、
創
作
活
動
を
続
け

ま
す
。昭
和
24
年
、多
く
の
作
家
が
育
っ
た
文
芸
誌
「
三
田
文

学
」の
同
人
に
な
り
ま
す
。そ
こ
に
い
た
柴
田
連
三
郎
や
遠
藤

周
作
な
ど
と
交
流
を
始
め
た
の
も
こ
の
年
で
し
た
。 

　
同
年
、木
下
利
秀
と
再
婚
。こ
の
頃
に
な
る
と
紙
も
出
回
り

始
め
て
出
版
事
情
も
良
く
な
り
、
著
述
生
活
も
軌
道
に
乗
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
直
木
賞
受
賞
ま
で
の
期
間
、「
明
日
」

「
女
性
改
造
」な
ど
い
く
つ
も
の
同
人
誌
に
小
説
を
発
表
、作

家
と
し
て
の
基
礎
を
固
め
ま
す
。 

 

■
徹
底
し
た
取
材
を
も
と
に
作
品
を
執
筆 

　
直
木
賞
受
賞
後
も
、特
に
気
負
う
こ
と
も
な
く
、題
材
に
つ

い
て
時
間
を
か
け
て
綿
密
な
取
材
を
重
ね
徹
底
的
に
調
べ
上

げ
る
執
筆
ス
タ
イ
ル
を
貫
き
ま
し
た
。生
涯
で
刊
行
さ
れ
た
小

説
は
15
作
、エ
ッ
セ
イ
が
５
作
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
著
作
は
、「
馬
淵
川
」
や
「
啄
木
の
妻
」「
万
灯
火
」
の
よ
う
に
、

波
乱
の
生
涯
を
送
っ
た
北
国
の
女
性
を
主
人
公
と
し
た
作
品

が
多
く
、
女
の
哀
歓
と
時
代
の
荒
波
の
中
を
力
強
く
生
き
抜

く
姿
を
描
い
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
鷹
巣
で
の
少
女
時
代
の
記
憶
を
詩
情
豊
か
に
描
い

た
「
み
ち
の
く
子
供
風
土
記
」に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、郷
土
に

対
し
て
深
い
愛
着
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。 

　
渡
辺
さ
ん
は
、
旧
鷹
巣
町
が
ふ
る
さ
と
文
化
運
動
の
拠
点

と
し
て
、「
み
ち
の
く
子
供
風
土
記
館
」を
建
設
し
た
際
に
は

多
額
の
寄
付
を
寄
せ
て
い
ま
す
。ま
た
、新
人
作
家
の
登
竜
門

と
な
っ
て
い
る「
さ
き
が
け
文
学
賞
」も
渡
辺
さ
ん
の
寄
付
を

基
金
の
一
部
と
し
て
創
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

 

■
舞
台
・
ド
ラ
マ
に
も 

　
ド
ラ
マ
・
演
劇
と
し
て
脚
色
さ
れ
た
作
品
も
多
く
、「
馬
淵

川
」「
白
と
紫
」「
原
生
花
園
」「
海
の
幸
」は
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
と

し
て
放
映
さ
れ
、「
啄
木
の
妻
」
や
「
み
ち
の
く
子
供
風
土

記
」「
タ
ン
タ
ラ
ス
の
虹
」は
舞
台
化
さ
れ
ま
し
た
。「
馬
淵
川
」

「
海
の
幸
」は
、森
繁
久
彌
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ
っ
た
ラ
ジ

オ
番
組
Ｎ
Ｈ
Ｋ
日
曜
名
作
座
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
う
ち
「
み
ち
の
く
子
供

風
土
記
」
は
、
平
成
３
年
に
劇

団
文
化
座
と
地
元
・
た
か
の
す

劇
団
に
よ
っ
て
舞
台
化
さ
れ
、

現
在
の
市
文
化
会
館
で
、
多
く

の
市
民
も
出
演
し
上
演
さ
れ

ま
し
た
。
な
お
、
昭
和
59
年
に

は
桜
田
淳
子
主
演
に
よ
り
映

画
化
も
試
み
ら
れ
、
市
内
各
所

で
撮
影
も
行
わ
れ
ま
し
た
が

資
金
不
足
な
ど
の
事
情
で
未
完
に
終
わ
っ
て
い
ま
す
。 

 

■
秋
田
の
愛
の
物
語
に
光 

　
海
外
に
題
材
を
求
め
た
作
品
も
あ
り
ま
す
。
日
系
ハ
ワ
イ

移
民
の
苦
難
の
歴
史
や
生
活
を
描
い
た
「
プ
ル
メ
リ
ア
の
木

陰
に
」「
タ
ン
タ
ラ
ス
の
虹
」「
風
に
咲
く
プ
ァ
マ
レ
」の
３
部

作
が
そ
れ
で
す
。 

　
ハ
ワ
イ
で
の
取
材
中
、後
に
「
秋
田
の
赤
い
靴
」と
し
て
知

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
小
さ
な
記
事
を
見
つ
け
ま
す
。
そ
こ
に

は
、
明
治
中
期
、
秋
田
に
滞
在
し
た
宣
教
師
カ
ラ
・
ジ
ェ
ム

ス
・
ハ
リ
ソ
ン
女
史
と
、婦
人
刑
務
所
の
死
刑
囚
の
子
と
し
て

生
ま
れ
、
ハ
リ
ソ
ン
に
命
を
救
わ
れ
た
金
子
ハ
ツ
と
の
実
話

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
渡
辺
さ
ん
は
、秋
田
で
の
二
人
の
こ
と
を
調
べ
上
げ
、母
子

愛
の
物
語
と
し
て
「
タ
ン
タ
ラ
ス
の
虹
」
の
中
に
収
め
ま
し

た
。
秋
田
市
の
明
徳
館
前
に
は
、
県
内
の
女
性
団
体
な
ど
に

よ
っ
て
二
人
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　 

【
主
な
著
作
】 

「
い
の
ち
の
あ
と
さ
き
」（
処
女
作
　
Ｓ
17
）／「
末
の
松
山（
Ｓ

23
）／「
馬
淵
川
」（
Ｓ
34
）／「
地
蔵
流
し
」「
白
と
紫
」（
Ｓ
35
）／

「
黝
い
血
」（
Ｓ
42
）／「
み
ち
の
く
子
供
風
土
記
」「
原
生
花
園
」

（
Ｓ
44
）／「
海
の
幸
」（
Ｓ
46
）／「
湯
治
場
風
土
記
」（
Ｓ
47
）／

「
プ
ル
メ
リ
ア
の
木
陰
に
」（
Ｓ
49
）／「
南
部
女
人
抄
」（
Ｓ
50
）

／「
タ
ン
タ
ラ
ス
の
虹
」（
Ｓ
50
）／「
夜
明
け
の
河
」（
Ｓ
54
）／

「
啄
木
の
妻
」（
Ｓ
55
）／「
暮
ら
し
の
つ
く
ろ
い
手
ば
た
ら
き
」

（
Ｓ
58
）／「
万
灯
火
」（
Ｓ
61
）／「
南
部
九
戸
落
城
」（
Ｈ
元
） 

 【
渡
辺
喜
恵
子
展
】 

▽
北
秋
田
市
文
化
会
館
／
平
成
21
年
10
月
〜（
展
示
中
） 

著作の一部（鷹巣図書館）

テレビドラマや舞台になった作品も多い。昭和59年には「み
ちのく子供風土記」の映画化が企画され、市内各所でロケ
が行われました（旧鷹巣南中学校での運動会のシーン／宮
野明義さん撮影によるスチール写真）

直木賞受賞後、「馬淵川」の登場人物のモデルとなった

国分ハルさんを訪ねて（昭和34年、岩手県福岡町）

て
い
と
く 


